
 

アローハ！！かみなり村  ～ａｌｏｈａな福祉のまちづくり～ 

かみなり村の由来 

１９８４年、「おもちゃ図書館かみなりくん」から始まった「かみなり村」。（かみなりくんとは、

天と地をつなぐ神様の子どもの意・・・かみなり村に度々出没する座敷童の正体はかみなりくんだと

思う）その頃は、障がいのある子どもたちや家族が安心して行けるところはどこにもありませんでし

た。障がいのある子どもたちが気兼ねなく集まり、親子で安心して過ごせる居場所として「おもちゃ

図書館かみなりくん」を開設、これがかみなり村のはじまりです。 

当時、障がいのある子どもたちの多くは、春日井市にある愛知県コロニーに通っていました。愛知

県コロニーは、一つの丘を切り開いて造られた生活共同体であり、重度障がい児者の入所施設や障が

い専門病院、職業訓練施設、養護学校、障がいに関する研究所など障がい関連施設を集めた大規模施

設でした。親たちは、コロニーや施設入所だけの選択肢に疑問を感じながらも、障がい者が安心して

暮らせる環境がない現実を思うと、施設入所を希望せざるを得ませんでした。その後、ノーマライゼ

ーションの思想が広がると、障がい児者を集約し、ひとつにまとめるコロニーの考え方は障害者差別

だと批判され、解体の方向となりました。障害福祉は地域移行の時代へと舵が切られ、親たちもまた、

孤立した閉鎖的な施設ではなく、みんなが暮らす地域でともに生活できる受け皿の必要性を強く訴

えるようになりました。 

「おもちゃ図書館かみなりくん」からスタートしたかみなり村ですが、ボランティア協会発足後、

法人一丸となって環境整備に取り組み、当事者家族や地域の方々のご理解、ご協力を得て、今に至り

ます。 
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★かみなり村の現在の様子（地域生活支援拠点） 
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観光福祉プロジェクト ～インクルージョン社会に向けて～ 

現在ボランティア協会では、異分野との連携（商工会、農業、林業、環境、観光など）に取り組ん

でいます。なかでも観光業界とコラボする「かみなり村観光福祉プロジェクト」は、福祉のまちづく

りを進める上で欠かすことのできない計画であり、福祉施設としてある（障がいあるなしにかかわら

ず支援を必要とする子ども、若者、貧困家庭など）かみなり村を観光資源のひとつとしてとらえ、広

くアピールすることで、人々の福祉への関心を高めようという構想です。かみなり村には、廃車を改

造して設けた足湯バス、イギリスの街を連想させるロンドンバス、鉄道ファンもうなる気動車キハ

605、レトロバイク、タイの 3輪車トゥクトゥク（近々納車予定）・・・といった乗り物があちこちに

あり、乗り物巡りができるほど。人々の目を楽しませています。見学の合間には、ピザ窯のあるハワ

イアンカフェでランチやティータイム、アイガモ小屋での餌やり、ハワイアン雑貨やアクセサリーが

並ぶショップで買い物なども楽しむことができ、時には畑で収穫したばかりの野菜が並ぶことも。お

店には普段から近所の方々も出入りし、地域交流の場所にもなっています。さらには、かみなり村に

は複数の施設や事業所が集中し、子どもから大人まで切れ目のない支援を実現するための様々な取

り組みを行っています。これは先述のコロニーとは異なり、障がいがあっても住み慣れた場所、家族

の居る場所で暮らしたいという想いに寄り添い、支援活動を続けてきた結果、地域の支援体制がつく

られ、地域生活支援拠点としての機能をも備えることができたということです。地域に溶け込む福祉

施設「かみなり村」の存在を知り、その様相を体感することで、人々の障がいへの気づきや理解を深

め、福祉のまちづくりを目指すきっかけになればと思っています。 

これからも福祉の拠点として、また羽島の観光スポットとして存在し得るよう、地域の人々の協力

を得ながら取り組んでいきます。ユニークでユーモラスな施設運営とおもてなしの心に誘われて、多

くの人が訪れてくれることを期待しています。 

  

 

 

気動車キハ６０５動態保存へ！！ 

コンテナのアオキ西側に設置してある気動車キハ６０５は、 

昭和 26 年に製造され、キハ２１という形式で、常磐炭礦（の 

ちのスパリゾートハワイアンズの運営会社常磐興産㈱）の炭鉱 

夫専用車両として活躍しました。その後、岡山臨港鐡道から紀 

州鉄道を経て富山県伏木ヤードに移り、一部補修され、昨年、 

かみなり村に見参。 

コロナ禍の中、鉄道ファンの方々のご支援により少しずつ修 

繕をしてきましたが、この度、長年にわたり石川県小松市で鉄 

道関連の保存活動をされている「なつかしの尾小屋鉄道を守る 

会」の坂井代表と出会い、キハ６０５の動態保存（エンジン稼 

働により気動車を動かすこと）にむけて整備をして頂くことに 

なりました。それに伴い線路の延長工事が始まります（ほんの 

１４ｍですが・・・）。敷地内へは、これまでどおり入れますが、 

線路を敷いた箇所は最徐行で通行頂きますようお願いいたします。 

※aloha（アロハ）…ハワイ語で「こんにちは」の意味ですが、ようこそ、さようなら、ありがとうなどの挨拶全般と 

「愛」、「思いやり」、「共感」といった福祉の心に通じる意味も持ち合わせています。 

石川県小松市にある「ポッポ汽車 

展示館」の気動車キハ3 

左：坂井代表 


